
Preferred Networks の PLaMo シリーズ進化と経営
戦略

エグゼクティブサマリー

Preferred Networks（PFN）の PLaMo は、「巨大単一モデル」から「高品質データ・軽量化・事後学習・用
途別派生」へと重心を移した国産基盤モデル戦略として読むのが最も正確である。公開情報を時系列で追う
と、最初の節目は 2024 年の PLaMo-100B であり、ここでは 2 兆トークン規模の英日学習、QK
Normalization／z-loss、Zero Bubble を含む大規模分散学習ノウハウが確立された。次の節目は 2024 年末
から 2025 年前半にかけての PLaMo Prime / PLaMo 2 系で、PFN は 100B 級から 1B・2B・8B・31B 系へと
軸足を移し、Samba 系ハイブリッド構造、トークナイザ改善、weight reusing、pruning、知識蒸留、高品
質合成データ生成を組み合わせて、「小さくても強い」方向へ最適化を進めた。さらに 2025 年後半から
2026 年にかけては、PLaMo 2.1 Prime / 2.2 Prime / 3.0 Prime β へと進み、ツール連携、医療 QA、マルチ
ターン指示追従、日本語ベンチマーク強化、Reasoning の実装が前面に出てきた。

経営戦略としての PFN は、単なる LLM ベンダーではなく、半導体・計算基盤・モデル・業界ソリューション
を垂直統合する会社として PLaMo を位置づけている。会社ミッションでも「半導体・計算インフラからソ
リューション・アプリケーションまで」広く垂直統合すると明記し、2024 年 12 月の 190 億円調達でも、
MN-Core 系 AI プロセッサ、PLaMo、計算基盤、周辺ソリューションへの投資を同時に加速すると表明してい
る。2025 年には PLaMo の開発主体だった子会社 Preferred Elements を PFN 本体へ吸収合併し、社会実装・
カスタム開発・業界特化型展開を事業の中心に据える体制へ再編した。

収益化の形も多層的で、PLaMo API / PLaMo Chat、Amazon Bedrock Marketplace、Snowflake、オンプ
レミス、翻訳 SaaS、金融特化・個社専用モデル、エッジ向け小型モデルへと広がっている。PLaMo Prime
系は API とチャット、さらに Bedrock・Snowflake・オンプレミスで販売され、PLaMo 翻訳は個人・チーム
向け月額 SaaS として別建てで収益化されている。2025 年の PLaMo Fin Prime では金融特化モデルと「個社
独自データを用いた専用モデル構築サービス」が明示されており、PFN は「モデル販売」より「業務ユース
ケースに寄せた提供形態の最適化」を重視していると解釈できる。

市場反応は、国内では「国産」「日本語性能」「行政・企業導入」で評価され、海外では AWS Bedrock
Marketplace や Snowflake 提供、デジタル庁での試用・利用開始が流通面の信認シグナルになっている。一
方で、技術的リスクは依然として大きい。PFN 自身が PLaMo 3.0 Prime β で、Reasoning の採用により能力
向上と引き換えに計算量と応答時間が増えることを明示している。また、PLaMo 3.0 Prime β は IFBench/
JFBench で強い一方、BFCL の一部、AIME、GPQA では先行モデルに遅れると自己評価している。つまり
PFN の強みは日本語・実務・特定ドメイン・提供柔軟性であり、弱みはグローバル frontier と比べた総合推
論・開発速度・資本力の差である。

以下では、公開一次ソースを優先し、未公表項目は 「未指定」、取得できなかったが存在が示唆される情報
は 「未確認」 と明記して整理する。なお、内部非公開データ（学習データの完全リスト、商用個別契約条
件、モデルサイズ非公表の商用版内部仕様など）は、ユーザー指定どおり 未指定 として扱う。
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年表とモデル比較

公開された主要 PLaMo 系モデルの比較

下表は、公開ソースで確認できた主要世代・主要派生を、研究公開と商用展開の両面から並べたものであ
る。商用版 Prime 系は、基盤サイズを PFN が一部非公表としているため、その欄は「未指定」または「推定
不可」とした。個々の数値は、セル内の出典に基づく。未確認情報は明示した。

モデル 公開・発表日 モデル規模 アーキテクチャ
学習デー
タ

学習・事後学
習手法

主要評価ベンチ
マーク

推論コスト・最適化
公開・商用条
件

PLaMo-100B
Base

2024-06-14
（事前学習ブ
ログ）、
2024-08-07
（β API 発
表）、HF 公
開日は本文取
得上は未確認

100B 

Llama2/3 に近い
decoder-only
Transformer + 
QK
Normalization、
z-loss。parallel
layers は採用せ
ず。

合計 2T
tokens。
前半 1.5T
／後半
0.5T。英
語 1.3T、
日本語
0.7T。日
本語 CC
系データ
は 2017–
2024 の
20 dump
から約
460B
token を
自前構
築。
Books3
は IP 懸
念で不使
用。

フルスクラッ
チ事前学習。
3D
parallelism、
Zero
Bubble。事
後学習は SFT
→ iterative
DPO →
model
merge。

WMT20: en→ja
0.899 / ja→en
0.819。事後学習後
は Jaster / Rakuda
で GPT-4 超えと
PFN が報告、ただ
し本文中の正確値
は今回取得範囲で
は未確認。

学習最適化で 540
TFLOP/s/GPU（H100
FP8 理論値比 約
27%）。lm_head の
FP8 は性能悪化で不採
用。

HF 版は 商
用・非商用の
両ライセン
ス。商用利用
は問い合わせ
制。

PLaMo β 2024-08-07

未指定
（PLaMo-100B

由来と読むの
が自然だが、
商用品として
の内部仕様は
未指定） 

未指定

100B 系
学習の成
果を β
API とし
て提供。

100B 系の事
後学習済モデ
ルをトライア
ル API 化。

Jaster 0-shot / 4-
shot で主要モデル
を上回ると PFN が
主張。正確値は画
像扱いで今回未確
認。

API 期間限定無料トライ
アル。

トライアル
API。商用版
1.0 Prime を今
秋発売予定と
告知。

PLaMo 1.0
Prime

2024-12-02 未指定

未指定。商用版で
は長文・RAG・翻
訳・Function
Calling を強化。

高品質な
学習デー
タセット
+ 日本語
タスク向
け追加学
習。

製品化時にコ
ンテキスト長
拡大、RAG 改
善、翻訳改
善。

LongBench 例:
narrativeqa 
29.48、hotpotqa 
57.98、musique 
40.04。RAG 平均 
41.12（β は
29.52）。

約 16K tokens、入力 
300円 / 100万
tokens、出力 1000円 /
100万 tokens。

PLaMo API と 
PLaMo Chat
を商用提供。
OpenAI API 互
換。
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モデル 公開・発表日 モデル規模 アーキテクチャ
学習デー
タ

学習・事後学
習手法

主要評価ベンチ
マーク

推論コスト・最適化
公開・商用条
件

PLaMo 2 1B
2025-01-14
（技術公開）

1B 

Samba 系ハイブ
リッド。Mamba/
SSM + sliding-
window
attention。
PLaMo 2 は正規
化層追加と
Mamba2 kernel
を採用。

英日 4T
tokens。
日本語
データで
は教育的
価値フィ
ルタとカ
テゴリ
down-
sampling
を併用。

事前検証で合
成データ・高
品質データ設
計を反映。

JMMLU default/
cont 0.334 /
0.352、MMLU 
0.290 / 0.349、
JHumanEval 
0.189、
HumanEval+ 
0.232、
JCommonSenseQA
0.551、JSQuAD 
77.663。

旧トークナイザ比で日
本語トークン効率 
45%、英語 25% 改善。
推論・学習コスト圧縮
に寄与。

Apache 2.0。
事前学習モデ
ルで
instruction
tuning なし。

PLaMo 2 8B

2025-02-19
（技術公
開）、
2025-02-25
（Community
License 解
説）

8B

PLaMo 2 1B を踏
襲。追加生成デー
タを投入し、
weight reusing
を採用。

1B 後に
生成した
追加デー
タを利
用。詳細
配分は未
指定。

事前学習 +
weight
reusing。

WMT20: en→ja
0.901 / ja→en
0.814。他の数値表
は本文取得範囲で
一部未確認。

小型で PC 動作・追加学
習可能性を強調。

PLaMo
Community
License。個
人・中小企業
は条件付き商
用可、大企業
は別途有償契
約。

PLaMo 2 2B 2025-02-21 2B
8B からの
pruning。

8B 系事
前学習か
ら派生。
詳細未指
定。

pruning によ
る小型化。

JHumanEval 
0.311、
HumanEval+ 
0.341。

小型化でエッジ/ローカ
ル寄りの可能性を示
す。定量的推論コスト
は未指定。

PLaMo
Community
License。

PLaMo 2.1
8B

2025-06-01
（技術まと
め）

8B
31B から
pruning + 知識蒸
留。

独自の大
量合成
データ、
コード加
工デー
タ、Web
データ、
NICT と
の共同開
発以前の
独自セッ
ト。詳細
内訳未指
定。

pruning、知
識蒸留、コー
ドデータ生
成。

「100B 比 1/12 サ
イズで日本語・
コーディングで同等
または超える」と
PFN が説明。個別
スコア本文は今回
未確認。

軽量高性能を GENIAC
第2期の主目標に据え
た。

PLaMo
Community
License。
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モデル 公開・発表日 モデル規模 アーキテクチャ
学習デー
タ

学習・事後学
習手法

主要評価ベンチ
マーク

推論コスト・最適化
公開・商用条
件

PLaMo 2.0
Prime

2025-05-22

商用版の公開
サイズは未指
定（31B 系説

明が中心だ
が、商用品の
正確なサイズ

表記は未確
認） 

1B / 8B / 31B 群
を基盤として事後
学習した商用フ
ラッグシップ。

高品質学
習用デー
タセッ
ト、世界
最大規模
100B
token 級
合成学習
用デー
タ、改善
トークナ
イザ、KV
キャッ
シュ削
減。

事後学習で日
本語と指示追
従を強化。

31B 系は pfgen で
GPT-4o に次ぐ、
DeepSeek-R1 /
Qwen-Max を上回
ると整理。数値画
像は未確認。生成
速度は 35→76 文
字/秒。

入力 60円 / 出力 250円
（100万 tokens）。1.0
Prime 比で約 1/4 以
下。

API / Chat 提
供。1000 万
tokens 無料ク
レジット。

PLaMo Fin
Prime

2025-06-17 未指定
PLaMo ベースの
金融特化モデル。

金融特化
コーパス
を継続学
習。

金融知識追加
学習。個社専
用モデル構築
サービスも開
始。

金融ベンチマーク
で高性能と説明。
細かな数値は本回
答の取得範囲では
未指定。

未指定

商用提供。
Snowflake で
も金融特化モ
デル提供開
始。

PLaMo 2.1
Prime

2025-10-07 未指定
自動ツール連携を
実装した商用版。 未指定

自動ツール選
択・外部 AI
エージェント
連携。

BFCL v3 で高い性能
と説明。正確値は
画像のみで本文未
確認。

既存ユーザーへ自動
アップデート。

クラウド
API、Amazon
Bedrock
Marketplace、
オンプレミス
等。

PLaMo 2.2
Prime

2026-01-28 未指定
非 reasoning 系
の高性能商用版。

社内外
フィード
バックを
反映し、
SFT /
DPO デー
タセット
を再構
築。医療
データ
セットも
追加。

SFT + DPO 改
善。Talent
Scouter、
MedRECT-
ja、JMLE
データを活
用。

Talent Scouter 指示
追従 
7.03%→23.7%、
MedRECT-ja 誤り検
出 F1 
0.556→0.661、
JMLE 
55.1%→70.7%。
IFBench は 2.1
Prime 比で約 10%
改善。

non-reasoning 比較で
低コスト利用を意識。 商用版。
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モデル 公開・発表日 モデル規模 アーキテクチャ
学習デー
タ

学習・事後学
習手法

主要評価ベンチ
マーク

推論コスト・最適化
公開・商用条
件

PLaMo 3.0
Prime β

2026-03-19 未指定

アーキテクチャを
一新し、事前学習
からゼロベース再
構築。Reasoning
対応。

PFN 独自
データ +
新たな医
療特化
データ +
NICT 日
本語デー
タセッ
ト。

Reasoning 学
習、報酬設
計、教師デー
タ構築、
YaRN による
継続事前学
習。

64K context、出力
最大 20K。
IFBench/JFBench/
Japanese MT-
Bench で
Qwen3-235B-
A22B-Thinking /
gpt-oss-120b と同
等以上と説明。一
方 BFCL 一部・
AIME・GPQA は弱
い。本文上の正確
値は未確認。

評価設定では H100 +
vLLM、
max_reasoning_tokens
12,288。Reasoning は
計算量・レイテンシ
増。

β としてモニ
ター企業募
集。2026 年 6
月中旬商用版
予定。

PLaMo 3.0
Prime 正式
版

2026-06-22 の
技術ブログ索
引に記事題名
表示

未確認 未確認 未確認 未確認 未確認 未確認

記事題名の存
在のみ確認、
本文詳細は今
回未取得のた
め未確認。

専門分化した派生ライン

PLaMo の進化は基盤モデルだけではなく、翻訳・金融・視覚言語・エッジという専門特化の枝分かれでも進
んでいる。これは「一つの万能モデルで全部勝つ」戦略ではなく、日本語・日本業務・業界要件・設置環境
別に最適化する戦略である。

系統 発表日 主用途 技術上の特徴 商用条件

PLaMo翻
訳

2025-05-27 英日・日英翻訳

翻訳特化 LLM。流暢で読みや
すい訳文を重視。行政文書に
も適応。Community License
公開、さらに CLI / SaaS 展
開。

オープンモデル +
SaaS（月額課
金） + 政府利
用。

PLaMo
Fin
Prime

2025-06-17
金融 QA・金融
業務

金融特化コーパス追加学習。
専用モデル構築サービス併
設。

商用・Snowflake
提供。

PLaMo
2.1-2B/
8B-VL

2025-12 頃
（HF 公開・公
式タグで確
認）

VQA・Visual
Grounding・自
律デバイス

2B-VL はドローン、ロボッ
ト、車両、監視カメラ等の
エッジ利用を主眼。8B-VL を
主提供としつつ、2B-VL は試
用向け。OCR・複数画像入力
は限定的。

モニター企業募
集の公式案内あ
り。詳細利用条
件は未指定。
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年表

この年表から読み取れる重要点は三つある。第一に、PFN は 100B → 小型高性能化 → 業務機能化 →
Reasoning 化という順で進化させている。第二に、技術公開と商用展開をほぼ並行させ、研究成果を数か月
単位で事業化している。第三に、2025 年の PFE 吸収合併を境に、PLaMo は明確に PFN 本体の基幹事業へ格
上げされた。

技術的進化

技術アーキテクチャの変遷

PLaMo シリーズは、単純なスケールアップ競争ではなく、アーキテクチャ・データ・事後学習・システム最
適化を同時に変えてきた。PLaMo-100B では、Llama 系に近い Transformer をベースにしながら、学習安定
化のため QK Normalization と z-loss を取り込み、分散学習面では 3D parallelism と Zero Bubble を採用し
た。これは「まず日本語に強い 100B 級を最後まで安定学習させる」ための設計である。

PLaMo 2 では発想が大きく変わる。PFN は Transformer の長系列推論の難しさを踏まえ、Samba を基礎に
したハイブリッド構造へ移行した。これは Mamba 系 SSM と sliding window attention の長所を組み合わ
せ、長い系列でもメモリ消費や計算量の増加を抑えることを狙ったものだ。彼らはさらに、Samba との差分
として 正規化層の追加と Mamba2 kernel の採用を明示している。これは PLaMo 2 を「日本語性能だけでな
く、計算効率まで含めて再設計した世代」とみる根拠になる。

PLaMo 3.0 Prime β では、PFN は再び大きく舵を切り、アーキテクチャを一新してゼロベースで再構築したと
述べている。しかも今回は、日本国内フルスクラッチ系として初の Reasoning 対応を前面に掲げた。ここで
の進化は単なる「より賢い 2.x」ではなく、思考過程を伴う次世代のフラッグシップを狙ったものと理解すべ
きである。

学習データ戦略の進化

PFN の最も重要な差別化要因は、モデル構造そのものよりも、むしろ 学習データの作り方にある。
PLaMo-100B では、日本語データセットを公開コーパス依存ではなく、CommonCrawl から自前で再構築し
た。しかも WARC から HTML/テキスト抽出、Markdown 化、corpus filter、MinHash 重複除去、sharding
まで一気通貫で実装している。さらに、著作権侵害懸念を理由に Books3 を使わない方針を明言した。これ
はスコア最適化より データガバナンスを優先した珍しい公開宣言である。

PLaMo 2 ではこの流れがさらに先鋭化し、教育的価値によるフィルタリングと カテゴリ down-sampling、
加えて LLM を使って作る高品質合成データへと進んでいる。PFN は 2.0 Prime の説明で、世界最大規模の
100B token 級学習データを LLM で構築したと述べ、コードデータに対しては「コメント付与」「意味保存し
た言い換え」などの合成データ生成を行ったと説明している。これは、基盤モデルの競争優位を「モデルの
大きさ」ではなく、データ品質 × 日本語適合性 × 生成パイプラインへ移したことを意味する。

2024-06-14

PLaMo-100B
事前学習ブログ公開

2024-08-07

PLaMo β API
トライアル開始

2024-12-02

PLaMo 1.0 Prime
商用提供開始

2024-12-23

PFN
が190億円調達し
PLaMo強化を表明

2025-01-14

PLaMo 2 1B
の事前検証公開

2025-02-19

PLaMo 2 8B
の検証公開

2025-02-21

PLaMo 2 2B
pruning公開

2025-02-25

PLaMo 2 8Bを
Community License

で公開

2025-05-13

PFEを PFN
に統合すると発表

2025-05-22

PLaMo 2.0 Prime
リリース

2025-05-27

PLaMo翻訳公開

2025-06-17

PLaMo Fin Prime
リリース

2025-10-07

PLaMo 2.1 Prime
リリース

2025-12-02

デジタル庁が
PLaMo翻訳
利用開始

2026-01-28

PLaMo 2.2 Prime
リリース

2026-03-12

デジタル庁ガバメントAI試用モデルに
PLaMo 2.0 Prime

選定

2026-03-19

PLaMo 3.0 Prime β
リリース

2026-06-22

技術ブログ索引に
PLaMo 3.0 Prime

正式版記事題名が表示

PLaMo系列の主要公開・事業イベント
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PLaMo 3.0 Prime β になると、独自データに加えて 医療分野特化データ と NICT の日本語関連データセッ
ト、そして日本語指示追従向上のための独自タスクが加わる。ここでは「一般日本語」だけでなく、業務・
医療・法制度・文化的文脈への適応を強める方向に進んでいる。

効率化・最適化・独自ノウハウ

PLaMo シリーズのもう一つの柱は、訓練・推論の経済性である。PLaMo-100B では Zero Bubble と FP8 活用
で 540 TFLOP/s/GPU を達成しつつ、lm_head の FP8 をやめるなど、性能低下を避ける実運用上の判断が共
有された。これは研究論文よりも 実際に 100B を回した現場知見として価値が高い。

PLaMo 2 では、新トークナイザが極めて重要である。PFN は PLaMo 100B と比較し、日本語のトークン効率
が 45%、英語で 25% 改善したと説明している。日本語 LLM にとって、この改善は同じ計算資源でより多く
の文字列を扱えること、すなわち生成速度向上と学習コスト削減に直結する。また 2.0 Prime の価格説明で
は、KV キャッシュ削減などの最適化により、1.0 Prime に対して大幅な低価格化を実現したとしている。

さらに 8B 世代では weight reusing、2B と 2.1 8B 世代では pruning + 知識蒸留が導入された。これにより
PFN は「100B に近い性能を、8B あるいは 2B へ圧縮する」方向に明確に向かった。結果として、PLaMo 2.1
(8B) は PLaMo-100B の 1/12 のサイズで日本語性能・コーディング性能が同等以上と説明されている。これは
日本企業が前提とするコスト制約・オンプレ・エッジ要件に適した進化である。

ワークフロー図

以下の図は、公開情報をもとに PLaMo 系の技術進化を模式化したものである。一次ソースの記述を再構成し
た概念図であり、個々のレイヤー数や内部モジュールの厳密再現図ではない。
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重要資料の要約

PLaMo-100B 論文・技術資料の要点は三つに要約できる。第一に、日本語性能を正面から狙うため、日本語
比率の高い 2T token 学習と独自の日本語 Web コーパス構築を行ったこと。第二に、100B 級学習を成立させ
るため、QK Normalization や z-loss のような安定化技術を実務的に採用したこと。第三に、事後学習では
SFT と DPO を通じて日本語ベンチマークを引き上げ、基礎能力と整列能力の両方を自前で持つ体制を得たこ
とである。

PLaMo 2 関連資料の要点は、PFN が 100B の経験を経て、「日本語に強い巨大モデル」から「日本語に強
く、しかも安価に回る軽量モデル群」へ方針転換したことにある。その中核が Samba 系アーキテクチャ、改
善トークナイザ、高品質合成データ、pruning / distillation である。

PLaMo 3.0 Prime β 資料の要点は、Reasoning の採用と長文コンテキスト拡張が実務寄りの価値として語ら
れている点だ。IFBench/JFBench での優位、Japanese MT-Bench の高得点が強調される一方、AIME・
GPQA・BFCL 一部では課題が残ると自己開示しており、PFN はこの段階で長所と弱点の両方をかなり率直に
公開する姿勢を取っている。

事業戦略と経営戦略

ビジネスモデルと収益化設計

PFN の PLaMo 事業は、単一の API 課金モデルではない。少なくとも公開情報から確認できるだけで、クラウ
ド API、チャット、オンプレミス、Amazon Bedrock Marketplace、Snowflake、翻訳 SaaS、業界特化モ
デル、個社専用モデル、エッジ向け軽量モデルの多層構造になっている。これは OpenAI 型の単一汎用 API と
異なり、導入環境・セキュリティ要件・業界要件別に販路を分ける B2B 中心戦略である。

PLaMo Prime の初期商用化では、1.0 Prime を OpenAI API 互換の PLaMo API と PLaMo Chat で売り出
し、2025 年 5 月の 2.0 Prime では価格を大幅に引き下げた。ここで PFN は「同価格帯より高性能」というポ
ジショニングを明示しており、品質プレミアム一辺倒ではなく、性能対価格比を強く意識している。

PLaMo 翻訳はさらに別の収益化モデルを示す。こちらは個人・小規模組織向けの 月額 SaaS であり、Free /
Lite / Lite チームの階層料金を持つ。Lite 以上ではデータ二次利用なしや即時破棄、監査ログ、SSO などの機
能差分があり、PFN が価格ではなくセキュリティとガバナンスの強化で上位プランへ誘導していることが分
かる。

提携・投資・顧客展開

PFN は PLaMo の市場浸透を、自社直販だけでなく 流通チャネル提携で加速している。公式説明では PLaMo
Prime はクラウド API、Amazon Bedrock Marketplace、オンプレミス、Snowflake で提供され、miibo、
Tachyon 生成AI、QommonsAI に標準搭載されている。自治体導入数は時点により 150 以上と約 700 の表現
が見られ、少なくとも 2026 年 3 月時点では約 700 の自治体が導入する QommonsAI に搭載と読むのが最新
である。

公共分野では、デジタル庁が 2025 年 12 月に PLaMo 翻訳の利用開始を発表し、2026 年 3 月には PLaMo 2.0
Prime がガバメント AI の試用モデルとして選定された。これは国産 LLM の安全性・運用性・実務有効性を
行政が検証対象にしたことを意味し、PFN にとって極めて強いレファレンスである。

資本政策でも PLaMo は中核にある。PFN は 2024 年 12 月の 190 億円調達で、AI 半導体 MN-Core L1000、
PLaMo、計算基盤、周辺ソリューションへの投資を加速すると表明した。つまり PLaMo は単独事業ではな
く、計算基盤・AI 半導体事業と補完し合う投資テーマとして扱われている。
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組織体制・人材・知財

PFN は 2023 年に PLaMo 開発会社として Preferred Elements を立ち上げ、2025 年にこれを本体へ吸収合併
した。公式理由は、開発体制拡充、経営資源効率化、本格社会実装、業界特化型モデル・企業向けカスタマ
イズ強化である。この再編は、PLaMo を研究子会社の成果から、本体事業の収益エンジンへ移したことを示
している。

人材戦略の面では、PFN は高待遇・ハイブリッド勤務・英会話支援・高性能業務環境を掲げ、2025 年には事
業開発・経営企画経験を持つ COO を迎え、CFO も外部起業経験者へ強化している。研究者主導だけでなく事
業運営・IR・顧客拡大を支える経営チームを補強している点は、PLaMo を本格事業へ移すうえで重要であ
る。

知財戦略は、オープンとクローズドの二層構造として整理できる。PLaMo-100B や PLaMo 2 8B などは研究・
エコシステム形成のため公開しつつ、商用の Prime 系は API / オンプレ / Marketplace 中心に管理している。
PFE 吸収合併の際には、開発した知財・契約・債権債務を PFN が承継すると公式に説明されており、知財の
帰属も事業本体へ一本化された。

戦略図

以下は、公開情報をもとに整理した PFN の PLaMo 事業のバリューチェーンである。PFN の強みは、モデル
だけではなく、半導体・計算・提供チャネル・業界実装を自社で束ねられる点にある。

SWOT 分析

観点 内容
根
拠

Strengths
日本語性能に特化したフルスクラッチ開発、高品質データセット、自前の垂
直統合（半導体〜ソリューション）、行政・自治体・クラウド流通チャネル
実績。

Weaknesses
商用 Prime の内部仕様が非公開で比較しにくい。Reasoning 系は計算コス
ト・応答時間が重い。AIME / GPQA / BFCL 一部で弱い。

Opportunities
政府・自治体の国産 AI 需要、オンプレ・閉域需要、翻訳・金融・医療など業
界特化、Snowflake / Bedrock での販路拡大。
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観点 内容
根
拠

Threats
OpenAI / Google / Anthropic / DeepSeek / Qwen の総合性能進化、国内では
tsuzumi / Takane / Sarashina / ELYZA との競争、著作権・個人情報・GPAI 規
制対応コスト。

市場反応と競争環境

国内外の市場・報道反応

国内メディアの反応を見ると、PLaMo は単なる「国産 LLM の一つ」ではなく、日本語・実務・Reasoning・
社会実装の文脈で取り上げられている。ITmedia は 2026 年 4 月に PLaMo 3.0 Prime の資料公開を取り上げ、
「長考できる国産 LLM」という framing で紹介した。これは、市場が PLaMo を「日本語特化」から一歩進め
て、思考型の国産基盤モデルとして見始めていることを示す。

事業面では、AWS の公式ブログが Amazon Bedrock Marketplace ローンチ時点で PLaMo を日本企業モデル
の一つとして挙げ、Jaster 等で GPT-4 超えを記録した日本語モデルとして紹介した。Snowflake 提供開始や
デジタル庁採用も含め、PFN は単にニュースで話題になっただけでなく、主要クラウド・公共調達・業務基
盤に乗るかたちで市場認知を積み上げている。

また、PLaMo 2.0 Prime は 2025 年 日経優秀製品・サービス賞の最優秀賞を受賞した。受賞そのものは性能
の絶対的優位を保証するものではないが、少なくとも日本国内の産業・製品評価において、PLaMo が実際の
製品として高く評価されたことを示す。

採用事例と産業別インパクト

公共分野では、PLaMo 翻訳がデジタル庁の ガバメント AI「源内」 に採用され、PLaMo 2.0 Prime も中央省
庁向け試用モデルに選定された。PFN 自身の公共サービスページでも、長野県観光、農業、行政業務などへ
の関連事例が示されており、PLaMo は観光・行政・文書処理・専門分野 QAとの相性が強い。

企業分野では、miibo、Tachyon 生成AI、QommonsAI のような既存 B2B / B2G SaaS へ標準搭載されている
ことが重要だ。これは PLaMo 単体で新規ユーザーを獲得するだけでなく、既存 SaaS の “国内日本語エンジ
ン” として組み込まれる戦略を意味する。言い換えると、PFN は最終顧客との距離をあえて多段化すること
で、販売効率と採用件数を伸ばしている。

専門分野でみると、翻訳では PLaMo 翻訳が個人向け SaaS と政府利用を両立し、金融では Fin Prime と別途
カスタムモデル構築サービスが出ている。医療では MedRECT-ja と JMLE に見られるように、単なる汎用
チャットから専門知識業務へ踏み込む布石がある。これは PFN にとって、汎用モデルそのものよりも高単価
な業界実装案件が将来の収益源になりうることを示している。

競争環境

国内競合として最も比較しやすいのは、NTT の tsuzumi 2、Fujitsu の Takane、SB Intuitions の 
Sarashina、そして ELYZA である。これらはすべて「日本語」「企業導入」「国内法令適合」「高セキュリ
ティ」を売りにしているが、ポジショニングは微妙に異なる。NTT は高セキュリティ・低コスト・純国産を
強調し、Fujitsu は政府実証・業界特化 AI との結合、SB Intuitions はSoftBank/Oracle 流通基盤を通じた
サービス化、ELYZA は大企業向け活用支援とプロダクト伴走に強い。PFN の独自性は、これらに対して フル
スクラッチ + 垂直統合 + 翻訳/金融/エッジへの枝分かれが同時に進んでいる点である。
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国際競争では、PFN 自身が比較対象として GPT-4o / GPT-4.1、DeepSeek、Qwen3、gpt-oss を用いている。
PLaMo 3.0 Prime β は IFBench/JFBench/Japanese MT-Bench で有望だが、AIME、GPQA、BFCL 一部では不
利であり、「日本語実務で勝ち筋があるが、総合 frontier ではまだ追走局面」という評価が妥当である。

競合比較表

企業・モデル 主な訴求 強み PFN との差分

PFN / PLaMo

フルスクラッチ日
本語、垂直統合、
翻訳・金融・エッ
ジ派生

データ・基盤・半導体・ソ
リューション一体、公共導入、
Bedrock / Snowflake / on-
prem 流通。

基盤から業務実装まで自前
比率が高い。

NTT / tsuzumi
2

高性能・高セキュ
リティ・低コスト
の純国産 LLM

国内法令適合、企業 DX、軽
量。

通信・企業基盤に強い一
方、PFN は派生モデルと垂
直統合が広い。

Fujitsu /
Takane

日本語強化、政
府・業界特化 AI

政府機関実証、翻訳・業界 AI
の結合。

PFN はよりオープンに研究
公開し、翻訳・金融・VL な
ど枝分かれが速い。

SB
Intuitions /
Sarashina

日本文化・ビジネ
ス慣行理解、通信
大手流通

460B 系の大規模開発経験、
SoftBank 販売網。

PFN は公共・AWS/
Snowflake・オープンライ
センス活用が目立つ。

ELYZA
大企業向け LLM 実
装支援

2020 年から独自 LLM、企業伴
走。

PFN はモデルラインアップ
と基盤技術の幅が広い。

この競争環境から言えるのは、PFN が「国内日本語モデル市場の唯一の勝者」ではまったくない一方で、研
究公開の豊富さ、派生モデル展開の多さ、販売チャネルの厚さ、基盤計算資産との結びつきで、国内でもか
なりユニークな位置にいるということである。

法務・倫理・リスク

データガバナンスとプライバシー

PFN は AI ガバナンス方針で、政府ガイドラインに沿った体制を構築し、透明性・リスク・インテグリティを
AI ポリシーの柱に置いている。特に、プライバシーへの配慮、サイバーセキュリティ確保、AI 特有のセキュ
リティ対応を明言している点は、エンタープライズ・公共導入で重要である。

データガバナンス面では、PLaMo-100B 開発時に Books3 を使わない方針を明示したことが重い。これは著
作権上のグレーなデータを排除することで、短期的ベンチマークより法務・レピュテーションリスク軽減を
優先した意思表示といえる。PLaMo 翻訳の SaaS でも、Lite 以上のプランではデータ二次利用なし、テキス
ト・ブラウザ翻訳データの即時破棄、ファイル翻訳の完全削除を掲げている。

日本・EU・米国の関連制度

日本では、総務省・経産省の AI 事業者ガイドライン 第 1.1 版が、AI 開発・提供・利用に関する基本的考え方
を示している。ガイドラインはリスクベースアプローチの重要性を強調しており、PFN の AI ガバナンス方針
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はこの流れと整合する。また、個人情報保護法（APPI）は個人の権利利益保護と適正な個人情報取扱いを求
めるため、PLaMo の学習・ログ・企業利用では個情法対応が中核になる。

EU では AI Act のうち、GPAI モデル提供者向け義務が 2025 年 8 月 2 日から適用されている。欧州委員会は
GPAI 提供者向けガイドラインも公表しており、日本語モデルであっても EU 市場へ提供する場合には、技術
文書、透明性、リスク対応、場合によってはシステミックリスク対応などを視野に入れる必要がある。PFN
が欧州展開を強めるなら、この領域は重要なコンプライアンス投資対象になる。

米国は EU のような包括法ではなく、現時点では FTC の消費者保護・競争法執行、著作権法、NIST の AI
RMF / GenAI Profile が実務上の主軸であると整理するのが妥当だ。NIST の Generative AI Profile は
confabulation、data privacy、information security、IP などのリスク領域を整理しており、米国向けエン
タープライズ販売では実質的なベストプラクティスとなる。さらに著作権面では、米国著作権局が 2025 年に 
Generative AI Training 報告を公表し、学習用データの法的整理を継続している。ここは世界のモデル提供
者に共通する法的な不確実性である。

セキュリティ・倫理上のリスク

技術リスクとして最も大きいのは、ハルシネーション、偏り、誤情報、外部ツール呼び出しの誤作動、長
文・複雑推論での失敗である。PLaMo-100B のモデルカード自体が偏りや不正確な応答のリスクを明示して
おり、PLaMo 3.0 Prime β でも BFCL 一部と AIME・GPQA の弱さを自己開示している。つまり PFN は、安全
性や性能の誇張だけでなく、モデルの限界を比較的率直に公開している。

事業リスクとしては、Reasoning モデルの応答コスト増・レイテンシ増が大きい。PFN 自身が PLaMo 3.0
Prime β の商用提供前にモニター企業を募り、トラフィック量や応答性能を先に検証するとしており、これは
技術的には強いが商用 SLO を満たすかは別問題だという認識の表れである。

組織的リスクとしては、PLaMo が PFN の中核事業になったことで、人材獲得、学習計算資源、規制対応、販
売パートナー管理のすべてがボトルネックになりうる。オープンモデルを出せば収益化は難しくなり、商用閉
鎖性を強めればエコシステム形成が弱まる。このトレードオフは、PLaMo Community License と商用 Prime
併存の設計にすでに現れている。

リスク整理表

リスク類
型

内容 緩和策の現状 残課題

著作権・
学習デー
タ

学習コーパスの権利関係、
越境法務、EU/US の解釈変
動。

Books3 不使用方針、ライセンス
分離。

非公開データの検証可
能性は限定的。

個人情
報・機密
情報

プロンプト、学習、ログ、
企業データ混入。

AI ガバナンス、APPI、翻訳有償
プランで二次利用なし・即時破
棄。

Prime API の詳細な
データ保持条件は未指
定。

性能・品
質

ハルシネーション、ツール
誤呼び出し、長文推論失
敗。

JFBench / MedRECT / BFCL 等で
継続評価。

Frontier 比で AIME・
GPQA・BFCL 一部に
差。

運用・コ
スト

Reasoning によるレイテン
シと GPU コスト。

モニター企業で事前検証。
高負荷時の unit
economics は未確認。

97

98

99

100

50

101

102

103

104

50

12

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/pdf/20250328_1.pdf
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/regulatory-framework-ai
https://www.ftc.gov/industry/technology/artificial-intelligence
https://huggingface.co/pfnet/plamo-100b
https://www.preferred.jp/news/pr20260319
https://tech.preferred.jp/ja/blog/plamo-community-license/
https://tech.preferred.jp/ja/blog/plamo-100b/
https://www.preferred.jp/company/aipolicy
https://www.preferred.jp/news/pr20251007-2
https://www.preferred.jp/news/pr20260319


リスク類
型

内容 緩和策の現状 残課題

調達・セ
キュリ
ティ

企業・行政調達での監査要
求。

ISO27001、ISO27017、AI ガバ
ナンス公開。

AI 専用監査フレームは
今後拡充余地。

将来展望と戦略提言

シナリオ別予測

PLaMo の将来は、単純な「国内最強になるかどうか」ではなく、どの土俵で勝つかで分岐する。短期の最良
シナリオは、PLaMo 3.0 Prime 正式版が β の弱点であるレイテンシとツール利用を改善し、デジタル庁・自
治体・大企業における日本語業務 AI の定番エンジンになるケースである。その場合、Prime に加えて翻訳・
金融・エッジ VL がクロスセルされ、PFN は「国産汎用 LLM ベンダー」ではなく「日本語業務基盤モデル会
社」として定着する。

中位シナリオでは、PLaMo は日本語性能では評価され続けるが、Reasoning や agent の総合性能で海外
frontier と差が残り、主戦場は自治体・政府・一部 regulated industryに限定される。この場合でも、オン
プレ、閉域、ガバナンス要件が強い市場では十分な競争力がある。

弱気シナリオでは、OpenAI、Google、Anthropic、DeepSeek、Qwen の進化が速く、国内企業も tsuzumi /
Takane / Sarashina / ELYZA へ分散し、PLaMo が「良い国産モデルだが決定打ではない」位置に留まる。こ
の場合、汎用 Prime 単体では利益が出にくく、PFN は翻訳、金融、個社専用モデル、政府案件、エッジ AIへ
比重を移さざるを得ない。

長期的に最も現実的なのは、PFN が PLaMo を「単一モデルのブランド」から、業務特化モデル群 + 配布チャ
ネル + 安全部材 + 計算基盤の集合体へ進化させるシナリオだろう。実際、今の公開情報だけでも翻訳、金
融、VL、行政利用、Bedrock、Snowflake、オンプレが並んでおり、この方向性はすでに始まっている。

推奨戦略

私見では、PFN が今後 3 年で取るべき戦略は四つある。第一に、PLaMo 3 系の正式版で BFCL / agent /
long context 実務性能をさらに改善すること。日本語指示追従が強くても、企業導入ではツール連携と堅牢
な実務ワークフローが決定要因になるからである。第二に、Prime を基盤、翻訳・金融・医療・公共を高粗
利派生商品とする収益構造へ明確に寄せること。第三に、データガバナンスの見える化を強化し、EU AI
Act・著作権・プライバシー対応を販売上の差別化に変えること。第四に、MN-Core や計算基盤との同時提
案を増やし、競合が模倣しにくい垂直統合価値を前面に出すことである。

KPI 候補

領域 KPI 候補 目安の考え方

製品
性能

JFBench、IFBench、BFCL、多ターン成功率、
LongBench、MedRECT、JMLE

日本語実務、エージェント、長文、専
門領域を分けて追う。

経済
性

100万 token あたり粗利、平均応答時間、推論コス
ト/req、GPU 稼働効率

Reasoning 導入後は品質だけでなく収
益性を監視。

市場
浸透

有償 API 顧客数、Bedrock/Snowflake 経由売上、オ
ンプレ案件数、自治体/省庁採用数

多チャネル販売の成果を可視化。
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領域 KPI 候補 目安の考え方

派生
事業

翻訳 SaaS 継続率、Fin Prime 案件数、カスタムモデ
ル ARR

専門特化の収益比率を追跡。

信頼
性

セキュリティ事故件数、法務レビュー通過率、モデ
ル更新頻度、顧客監査通過率

規制対応を営業上の強みに変える。

実行ロードマップ案

最後に総括すると、PLaMo の本質は「国産であること」だけではない。より重要なのは、PFN が データ、学
習、軽量化、商用 API、SaaS、オンプレ、政府導入、半導体・計算基盤までをつないで、PLaMo を “日本語
実務のための基盤モデル群” に育てようとしている点である。もし PFN が今後の 1〜3 年で agent 実務性能と
価格効率をさらに高められれば、PLaMo は日本の LLM 市場で「単なる一社のモデル」ではなく、国内 AI イ
ンフラの一部として定着する可能性が高い。逆にそこを外すと、PLaMo は高評価の研究開発成果に留まり、
海外 frontier や国内大手通信・IT 企業の流通力に押される。勝負は、もはやベンチマークそのものではな
く、“どこで、どう売り、どう運用されるか” に移っている。

主要出典メモ

本レポートは、PFN 公式サイト・ニュースリリース、Preferred Networks Tech Blog、Hugging Face の公式
モデルカード、PLaMo-100B 論文、総務省・経産省の AI 事業者ガイドライン、デジタル庁、欧州委員会、
NIST、米国著作権局、AWS 公式ブログ、主要日本語媒体 ITmedia を主に用いて作成した。内部非公開デー
タ、個別商用契約条件、非公開モデルサイズ、画像中にしか示されない一部ベンチマーク正確値は 未指定 ま
たは 未確認 とした。
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正式版の安定化
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長文性能の改善

行政・大企業でのPoC横展開

翻訳SaaSのチーム機能強化

今後3年

Prime +翻訳 +金融
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Snowflake /
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EU AI Act /
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